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冪１．あｌｉｊｆシが数値制御旋盤
ＬＥＮＵＣ-８０Ａ（６吸）・１２５Ａ（８呪）

！ｊ
｜

ＬＥＮＵＣ-１２５Ａ

本 機 は 旋 削 作 業 に お い て 加 工 物 の 外 径 内 径 等 工 具 の 通 路 お よ び 主 軸 速 度 変 換 送 り 速 度 の 選 択 ド ウ ェ ル 旋

回 刃 物 台 の 自 動 割 出 し 工 具 位 置 の 補 正 ね じ 切 り 切 削 油 剤 の 入 切 等 の 操 作 を す べ て テ ー プ 指 令 に よ っ て 行 な

う こ と の で き る 数 値 制 御 旋 盤 で す 。

■ 特
１ ． ２ 艇

長
１ 。 ２ 組 の 旋 回 刃 物 台 に バ イ ト を ８ 本 ま で 取 付 け る こ と が で き ま す の で 他 の 旋 盤 で ２ 工 程 を 要 す る 加 工 物 で も

１ 工 程 で 完 成 さ せ る こ と が で き セ ン タ ー ワ ー ク 専 用 の 場 合 は バ イ ト の パ ー マ ネ ン ト セ ッ ト が 可 能 で す 。
２ ． 刃 物 台 の ホ ル ダ ー 部 分 が バ イ ト を ４ 本 取 付 け た ま ま 容 易 に 取 外 し で き ま す の で 段 取 替 の 際 は プ リ セ ッ ト さ れ

た ホ ル ダ ー を 取 替 え る の み で 至 極 簡 単 で し か も バ イ ト を １ 本 づ つ 急 速 取 替 す る 方 式 に 比 べ 接 合 部 が 無 く オ
ー バ ー ハ ン グ が 少 な い の で 強 力 切 削 が 可 能 で す 。

３ ． 取 外 さ れ た ホ ル ダ ー は ４ 本 １ 組 の 状 態 で 保 管 し て お け ま す の で 再 度 使 用 の 場 合 、 元 の 状 態 が 寸 分 の 狂 い も
な く 再 現 で き ま す 。

４ ． ホ ル ダ ー の 交 換 に 要 す る 時 間 は せ い ぜ い １ 分 程 度 で あ り し か も 何 ら の 工 具 を 使 用 す る こ と な く 手 指 の み で
交 換 で き ま す 。

５ ． 摩 耗 又 は 破 損 に よ り ベ イ ト あ る い は チ ッ プ を 交 換 し た 場 合 は 補 正 読 取 装 置 と 工 具 位 置 補 正 装 置 に よ り 正 確 か
つ 短 時 間 に 刃 先 を 旋 盤 上 で 復 元 す る こ と が で き ま す 。

６ ． 以 上 の ご と く バ イ ト の 刃 先 位 置 保 存 あ る い は 急 速 交 換 等 の 目 的 で 何 ら 特 殊 な ツ ー リ ン グ の た め の 部 品 を 必 要
と し な い の で Ｎ Ｃ 化 へ の 移 行 が 抵 抗 な く 行 な え ツ ー リ ン グ 費 が 低 廉 で す 。

７ ． 工 具 の 選 択 動 作 は 軽 快 か つ 敏 速 で １ ス テ ー シ ョ ン 毎 に 休 む こ と な く 一 挙 に 目 的 の 工 具 を 選 択 し ま す 。
８ ． ペ ッ ト 及 び 横 送 り 台 の ス ケ ー ル に よ り ５ ミ リ 間 隔 で 原 点 合 せ が 容 易 に し か も 正 確 に 行 な え ま す 。
９ ． 油 圧 を 一 切 使 用 し て い ま せ ん の で 油 温 に よ る ト ラ プ ル が あ り ま せ ん 。
１ ０ ． 主 軸 回 転 数 範 囲 が 広 く ス テ ッ プ 数 ン ｙ 多 い の で 加 工 物 に 適 し た 切 削 速 度 を 得 る こ と が で き か つ テ ー プ を 打

ち 直 す こ と な く 現 場 で 切 削 速 度 を 変 更 で き ま す 。
１ １ ． ４ 黄 ｉ 咎 り 台 の 不 多 似 丿 距 離 １ が ３ ５ ０ ミ リ と 特 ４ こ 大 き く １ 台 で チ ャ ッ ク ワ ー ク ・ セ ン タ ー ワ ー ク の い ず れ の ｆ 荊 業 も 能

率 的 に １ 予 な え ま す。
１ ２ ． フ ッ ト ペ タ ル を 踏 む こ と に よ り 、 運 転 中 任 意 の 位 置 で 主 軸 停 止 と 連 動 し て 送 り を 停 止 さ せ そ の 後 押 釦 に よ

り 主 軸 及 び 送 り を 再 起 動 す る こ と が で き ま す 。 勿 論 オ プ シ ョ ナ ル ス ト ッ プ も 可 能 で す 。
１ ３ ． 往 復 台 お よ び 横 送 り 台 に は 精 密 に 焼 入 研 削 さ れ 適 度 に プ リ ロ ー ド さ れ た ボ ー ル ネ ジ を 使 用 し 塵 埃 に 対 し

て 完 全 に 密 閉 さ れ て い ま す の で 長 期 の 使 用 に も 精 度 の 低 下 が あ り ま せ ん 。
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■ 本 体 仕 様
機 種

仕 様
ＩＦＮＵＣ-８０Ａ ＬＥＮＵＣ-１２５Ａ ■ 通 常 附 属 品

フ． 丿 氏 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ ｏ 、 ９ … … … ｌ ｆ 固

回し手反（外ｉ蚤２００φ）‥‥‥‥‥‥‥‥‥１狽４

固 定 セ ン タ （ 内 １ 俣 ｜ は 超 観 ｊ チ ッ プ イ 寸 ） ２ 個

工具？ｊ肘Ｉこ値読取装；匠

セ ン タ ー ワ ー ク 用

（ 于 一 前 お よ び 刻 向 刃 才 勿 台 月 ｊ ） … 各 １ 個
千 ャ ッ ク ワ ー ク 用

（ Ｔ ｊ 狗 お よ び 刈 ’ 向 刃 嘔

ＪＭｔ脊ニｒｌ蚕り

仙 ｊ Ｌ ． １ ス ベ ナ ３ １ 司

片 ロ ス ノ 々 ナ ｌ イ 固

ボ ッ ク ス ス ハ ｀ ナ １ 俣 Ｉ

ね し 回 し ２ ｆ 固

六 角 考 奉 ス ペ ナ ６ 個

十 苛 こ ね じ 回 し １ 猫 １

● 特 別 附 属 品

面 板 （ タ ト 召 １ ４ ２ ５ φ ） １ 個

固 定 振 れ １ １ こ め １ 個

な ら い 削 り 装 置 （ Ｆ Ａ Ｎ Ｕ Ｃ ２ ７ ０ １ Ｊ ら と き ）
１ 式

基 礎 ボ ル ト １ 式

四爪甲，蚕カチャックＮ０．１２‥‥‥‥‥‥‥‥‥１紅ｔ

切 リ く ず よ け カ バ １ 艇 ｔ

回 転 セ ン タ １ 個

切 削 油 剤 装 置 （ 電 動 ポ ン ブ 付 き ） … … １ 組

工 具 プ リ セ ッ チ ン グ 装 ； ｒ ｌ ｌ … … … … … ｌ 式

四 角 バ イ ト ホ ル ダ ー （ ス ペ ア 用 ） … ご 注 文 数

叙 丿 削 油 剤 よ け カ ハ １ 赳 １

１ｊμ朱ドＩいレソケ・ソＩ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１紅１

振 り お よ び

心 間 距 離

ベ ッ ド ｌ ｌ ひ ｌ 昔

μ （ 面 板 よ り １ ８ ５ ｍ ｍ の 間 ） ｍ ｍ

前 後 送 り 台 Ｉ こ の ま 辰 り ｍ ｍ

心 間 最 大 距 離 ｍ ｍ

４９０

５３０

２４０

８ ｏ ｏ ｌ ｌ ２ ５ ０

主 軸

床 ・ ｜ 垣 よ り グ ｊ 心 高 ｍ ｍ

主 軸 ｎ ’ 通 穴 径 ｍ ｍ

主 軸 穴 ひ っ テ ー ペ Ｍ ． Ｔ ．

セ ン タ ひ り テ ー パ Ｍ ． Ｔ ．

速 度 変 換 数 段

回 転 速 度 ｒ ｐ ｍ

１．０８０

５４

Ｎ０．６

Ｎ０．４

予一重力１６ｆ曼×自動３４没

９．５～１、５００

刃 物 台

往 復 台 移 動 距 離 ｍ ｍ

横 送 り 台 移 動 距 離 ｍ ｍ
タ レ ッ ト 刃 物 台 び つ 数 個
ノ く イ ト 取 付 可 能 本 教 本

割 出 所 丿 麦 時 間 杉 ヽ

８ ０ ０ １ １ 、 ２ ５ ０

３５０
２

４ × ２
※ ３

心 押 台
セ ン タ の 移 動 距 離 ｍ ｍ

セ ン タ 心 テ ー ペ Ｍ ． Ｔ ．

１５０

Ｎ０．４

ベ ッ ド
長 さ ｍ ｍ

巾 ｍ ｍ

１ ， ９ ６ ０ １ ２ ， ４ ２ ０

４１５

電 動 機 主 軸 駆 動 用 ５．５／３．７／２．８ｋｗ４／６／８Ｐ

ｒ７１
（？Ｊヅ）

長 さ × 巾 以 × 高 さ ｍ ｍ ２，２９０×１．１００×１，３２０ ２，７５０×１、１００×１，３２０

概 重 量 ｋ ｇ ２、２００ ２，４００

※ 隣 接 し た ２ 付 ｌ 置 闘 の 倒 り 出 し 時 間

■ 制 御 装 置 仕 様

フ ル ～ ノ ノ ＦＡＮＵＣ-２４０ ＦＡＮＵＣ-２‾７０Ｌ ● オ プ シ ョ ン

Ｏ Ｆ Ａ Ｎ Ｕ Ｃ - ２ ４ ０

０ ’ ７ こ ュ ア ル イ ン プ ッ ト

〇 シ ー ケ ン ス Ｎ ｏ ． 表 示

ｏ シ ー ケ ン ス Ｎ ａ 表 示 及 び サ ー チ

○ バ ッ ク ラ ッ シ ュ 補 正

ｏ 現 在 位 置 表 示 装 置

○ 自 家 む サ イ ク ル

ｏ 工 其 位 置 補 正 ２ 本 分 追 加

○ Ｆ Ａ Ｎ Ｕ Ｃ - ２ ７ ０ Ｌ

ｏ 同 期 送 り

（０．０５～０．６ｍｍ／ｒｅｖ１２不服可能）

ｏ 現 在 位 置 表 示 装 置

○ 共 通

〇 テ ー プ さ ん 孔 機

〇 テ ー プ さ ん 孔 印 字 装 置

£Ｅ）１ＦΛＮＵＣ２７０Ｌでオプションィ寸のも
の は 個 別 受 注 生 産 に な り ま す。

２ＦＡＮＵＣ２４０（新型）のオプション

は 受 注 時 で 追 加 で き ま す。
３テーブさんＩＬＩ幾、テープさんＩＬ印
字ｉ免置はなるべく需鷹５家側でご用
’意‾ドさい。

４インチ仕様（打ｉ令｜直をインチで与

える と き ） リ ール ィ ｔ テ ープ リ ー ダ
及びＴ・鳶カパルス発生昔昏を考ｆ望タ）！易
合はごぞＵＩ夷下さい。

５ＦＡＮＵＣ２４０心仕様にはシングルプ
ロック１残存色、ブロックデリートｔ残

有色、フィードコードロックｆ幾有色、
テ ープ 有 意 情 報 機 能 を 含 み ま す 。

ノ ヾ ル ス 分 酉 己 方 式 円 弧 と 任 意 角 度 の 直 線 ○ ゜ ４ ５ ｏ ９ ０ ° の 直 線

制 御 軸 数 Ｘ Ｚ の ２ 軸 （ 同 時 ２ 軸 ）

設 定 単 位 Ｘ４仙：０．００５ｍｍＺ奉由：０．０１０ｍｍ

最 大 指 令 値
直 線 １ ０ ， ４ ８ ５ ． ７ ５ ｍ ｍ ／ ブ ロ ッ ク

円 弧 ５ ， ２ ４ ２ ． ８ ７ ｍ ｍ ／ ブ ロ ッ ク

Ｘ 軸 土 ４ ， ９ ９ ９ ． ９ ９ ０ ｍ ｍ ／ ブロ ッ ク

Ｚ 軸

指 令 値 方 式 イ ン ク リ メ ン タ ル ・ ア ブ ソ リ ュ 一 卜 馬 用 方 式 イ ン ク リ メ ン タ ル 方 ｊ ｔ

テ ー プ 読 取 機 光 匍 １ 式 テ ープ リ ー ダ （ 続 取 速 度 ２ ０ ０ ｃ ｈ ／ 科 ヽ ）

送
り

速

度

早 送 り Ｘ軸：２，４００ｍｍ／ｍｉｎＺ軸：４，８００ｍｍ／ｍｉｎ ＦＯＸ軸：２，４００ｍｍ／ｍｉｎＺ軸：４．８００ｍｍ／ｍｉｎ

切 削 送 リ

同 期 送 り

０．０１～２０．４７ｍｍ／ｒｅｖ

０．０１ｍｍ／ｒｅｖ間隔で指定可能

Ｆ Ｉ ～ Ｆ ３ ２ ． ５ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ

Ｆ ４ ～ Ｆ ６ １ ５ ～ ３ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ

Ｆ ７ ２ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ

予 ・ 動 送 リ ２ ． ５ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ

原 点 合 せ 自 動

ド ウ ェ ル 可 能

補 助 機 能 （ Ｍ ） Ｍ ０ ０ 一 一 Ｍ ９ ９ （ Ｂ Ｃ Ｄ 出 力 ）

主 軸 速 度 選 択 （ Ｓ ） Ｓ ０ ０ ～ Ｓ ９ ９ （ Ｂ Ｃ Ｄ 出 勾 ） Ｓ Ｏ Ｏ ～ Ｓ ３ ９ （ Ｂ Ｃ Ｄ 出 力 ）

工 具 機 能 （ Ｔ △ ○ ）

∠ ｘ 工 澗 丿 茜 お 込 １ ～ ８

○工具補正Ｏ～６（直径指定八〇は袖止戻しに使用）

０．００ｍｍ～エ９．９９ｍｍ００．０ｍｍ～亡９９．９ｍｍ切換片田式

乙 工 具 選 択 ○ ～ ８ （ ０ は 補 正 戻 し に 使 用 ）

○ 工 具 補 正 １ ～ ６ （ 半 径 指 定 ）

０．００～土０．９９５ｍｍ

高 速 ね じ 切 り 任意ピッチに二ご１ブム≫皿 ０ ． ５ ０ ． ６ ３ ０ 、 ７ ５ １ １ 、 ２ ５ １ 、 ５
２ ２ ． ５ ３ ４ ５ ６ ° 『 ” １ ２ わ Ｒ

ノ く ノ レ ス モ ー タ ー 電 気 ハ ル ス モ ー タ 一 １ １ ０ 型 ２ 台

電 動 発 電 機 論Ｊｌｔ回路用単相出力１ＫＶＡ

電 ｜ ぺ ふ 又 モ ー タ 一 用 ５ Ｋ Ｖ Ａ ２ ？ ‰ ｏ ｖ 土 １ ０ ％ ５ ‰ Ｈ ｚ ３ φ ３ ． ６ Ｋ Ｖ Ａ リ ％ 。 Ｖ 士 １ ０ ％ 隋 １ Ｈ ｚ ３ φ

ｉ 原 ｊ ， 倫 丿 里 回 吋 ２ ｏ ‰ ｏ ｖ 土 １ ０ ％ ５ ‰ Ｈ ｚ ｌ φ Ｉ Ｋ Ｖ Ａ ２ｏ‰ｏｖ土１０％５‰Ｈｚ３φ１．５ＫＶＡ

寸 法 （ 巾 × 高 さ ｘ 奥 行 ） ９００×１，７００×５００ｍｍ ４００×１，７００×９００ｍｍ

概重量（電動発電機を含む） ６ ０ ０ ｋ ｇ ４ ５ ０ ｋ ｇ

注 ） こ の 仕 様 は 改 良 等 に と も な い 変 更 す る こ と が あ ・ 〕 ま す 。

・λ
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ＬＥＯ-１２５Ａ

１。ベッドのすべり面はま尭入・ｌｉ升肖旧士上Ｕ

主 軸 １ 台 徊 そ ｉ 見 台 と あ ぃ ま っ て 強 力 な 一 切 削 が で き ま す。

２．主車船塞Ｚｔの笈：裸！は１６１没で｀バックギヤレベーを併

３．主軸丿恵度の変丿虫丿或はきわめて広いので広単包囲グ）ｆ乍業ができよくイ吏われる回曜云数｛悍は牛寺にｊ重度よヒが部１かく

な っ て い ま す 。

４ ． 主 軸 は ３ 点 で 支 持 さ れ 主 軸 端 は チ ャ ッ ク 類 を 直 接 つ け る シ ョ ー ト テ ー パ ノ ー ズ 方 式 （ Ａ Ｓ Ａ ． Ａ - １ - ６ ） で

す か ら 力 １ １ 工 何 勿 を 刺 Ｐ 受 に 近 くつ け る こ と が で き ま す。

５ ． 撞 ｉ 車 を 取 替 え る こ と な く 広 範 岡 な メ ー ト ル ね じ ・ イ ン チ ね じ の ー 切 削 が で き 換 え 歯 車 を ２ イ 固 ぢ こ 換 す る だ け

で モ ジ コ ， - ル ね じ ま た は Ｄ ． Ｐ ね し も 一 切 削 で き ま す 。

ノルトン沫μ卜の変十灸はワンレノく-ｌ柴ｆ乍ででヽきます。

６ ． １ 本 （ ｚ ） レ ／ く ー で ハ ーフ ナ ッ ト の 桂 ト け ・ は ず し と 自 重 力 送 り の 左 羊 ｒ 前 後 の ー ｛ 罪 替 え お よ び 村 ト け ・ は ず し が

ｊ愁ｊｊ紅Ｅ錯ｉに１于なえます。

７ ． 自 動 送 り 中 に ｊ ａ 負 Ｗ ｆ の か か っ た ｊ 易 合 に は エ プ ロ ン の ド ロ ッ プ ウ ォ ー ム が 有 効 に １ 動 き ま す。

８．ｆ乍｜忿名・がどグ）拉：置でもｌｆ沓める急イ亭止用ブレーキを係

９，主軸台の沁廿削よ拉更々成の旱￥頂ｉに，没けた油十曹からポンフｏで１険池１渚き；由しております。

刃１勿台前後送りねしにｔ焼入・ねじ研肖ｌｊイ士上Ｃヂされ油槽にｊ受してあるグ）で長く聡自１度ｒが；１・１吋寺されます。

う

， -
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ｔ

ＬＥＯ（Ｇ）-１２５Ａ

概 種

，１１１１様

ＬＥＯ - ８ ０ Ａ

心・ＬＥＯｋＧ）・８０Ａ

ＬＥＯ-｜ＯＯＡ

（ｊＬＥＯｋＧ戸１００Ａ

ＬＥＯ-１２５Ａ

ＣＬＥＯ心戸１２５Ａ

ＬＥＯ-１５０Ａ

むＬＥＯｋＧ）-』５０Ａ

■ 通 常 付 属 品
Ｌ．ＥＯ

三ツ爪スクローノしチャックＮ０．９１泌丿
回 し 板 （ 外 ｉ 至 ２ ０ ０ φ ） １ 個

固 定 セ ン 八 内 １ 個 は 超 暖 チ ， フ 付 斟 ２ 個
ｔ ｌ ｌ ， ’ ｌ ｉ 吟 ’ ・ じ 装 ， Ｗ Ｉ １ 式
， 悶 ・ ｌ ｊ Ｚ Ｔ ． 弛 １ 』 欠

ＬＥＯ（Ｇ）

四 ツ 爪 甲 一 少 カ チ ャ ッ ク Ｎ （ よ １ ２ １ 個
面 板 （ 外 径 ６ ３ ０ φ ） １ 個
固定セン汽内１涸は超硬チッフ付き，１２４【．Ｉ・Ｉ
措 ’ １ 岬 ご ・ に ｊ ｌ 品 １ 八
謳 丿 整 Ｊ Ｉ ぶ り １ 八

■ 特 別 付 属 品
こ ツ ｊ 氏 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ ０ ． ９
四ツ爪ｌｉリＩカチャックＮ０．１２

回し板（外ｔ至２ｏｏφ）
面 仮 （ 外 ｉ 釡 ４ ２ ５ ０
固 定 振 れ Ｉ ト め （ １ ２ φ ～ １ ５ ０ φ ）
侈！ｆ１力丿辰れ１１１め（１２φ～５０φ）
Ｌ 朗 払 出 肖 Ｉ 」 装 必 Ｉ バ 電 動 ポ ン フ 付 き

ＢべＩ．１ならい削り蚤た置
向う舒寸．；：祠肋彊
私 ｆ 迦 ボ ル ト
テー-ハ削り装；；７
★ モ ジュ ール ー 以 Ｒ ね じ 用 換 ｊ と Ｉ Ｉ 絢 巾
切 り く す よ け
』日Ｉ・｜凶七ンタＭ．Ｔ．Ｎ０．４
タ レ ッ ト ｙ 皆 ベ ッ ド ス ト ッ ベ （ ３ Ｊ 没 ）

長于べ紅Ｏ自重な定ヽｊズ政函・．（６ｆ発）
ね じ 切 り Ｉ - ． げ １ な 置

前 後 自 動 定 才 装 ｌ ｉ ’ び １ ｆ 曼 ）
ｌｊ引受タレント型自勅定寸装；６１（４ｆｌ）

⑤
ベ ッ ド ． ヒ の 飯
ノ ｒ （ ㈲ 折 か ら １ ８ ５ ｍ ｍ の 間 ） ｍ ｍ

○ 々 丿 ｉ Ｗ し Ｉ こ の 錨
○ 切 落 し の 巾 （ 面 板 か ら の 距 離 ｀ ｍ ｍ
前 後 送 り 台 ． １ こ グ ） 錯 交 リ ｍ ｍ
・ こ ヽ 間 最 大 距 剛 Ｅ ｍ ｍ

４９０
５３０
７１０

２６０
２６０

８ ０ ０ 」 １ ， ０ ０ ０ １ １ ． ２ ５ ０ １ １ ， ５ ０ ０

主 軸

床 面 よ り の 尾 ヽ 高 ｍ ｍ
」 玉 加 ｈ 艮 通 穴 召 １ ｍ ｍ
＿ Ｌ 匍 Ｉ 穴 の テ ー ペ Ｍ ． Ｔ ．
セ ン タ の テ ー パ Ｍ ． Ｔ ．

速 度 変 換 数 段
★ 回 転 速 度 ｒ ｐ ｍ

１，０８０
５４

Ｎ（λ６

Ｎ０．４
１６

１ ９ ～ １ ， ５ ０ ０ ま た は ２ ３ ～ １ ， ８ ０ ０ ま た は ２ ５ - - ２ ， ０ ０ ０

刃 物 台 前 ｉ 変 送 り ｆ
刃 ｔ 勿 送 り ｆ

移 動 距 離 ｍ ｍ
移 動 距 離 ｍ ｍ

２ ９ ５ ○ ４ ０ ０

１４０

心 押 台
セ ン タ の 移 動 距 離 ｍ ｍ
セ ン タ の テ ー ペ Ｍ ． Ｔ ．

１５０

Ｎｏ４

送 り
往 復 台 移 動 距 離 ｍ ｍ
送 り 変 換 数 種
左右・前後送り量の範囲ｍｍ／ｒｅｖ

， 出 回 比 ∩ 回 ヅ ム ズ

親 ね じ の ピ ッ チ ｍ ｍ
ね レ 切 り の 承 ａ 囲 メ ー ト ル ｍ ｍ

ね じ 切 り イ ン チ Ｔ Ｒ Ｉ ．

ｊ モ ユ ー ノ レ Ｎ ＩＤ ・ Ｐ Ｐ

６ ま た は ４ 山 ／ ２ ５ ． ４

７ ヽ - １

４ 一 一 ２ ８

３ ． ５ - - ０ ． ５

Ｓ - - ５ ６

ベ ッ ド 全 腿 ｍ ｍ
巾 ｍ ｍ

１ ， ９ ６ ０ １ ２ ， １ ９ ０ １ ２ ， ４ ２ ０ １ ２ ， ６ ５ ０
４１５

電 動 機 主 軸 駆 動 用 ｋ Ｗ ５． ５ ４ Ｐ

機械の大きさ 全 長 ｘ 仝 巾 ｘ 金 高 ｍ ｍ ２，２９０×１，１００×１，Ｓ） ２，５２０×１，１Ｃｉｘ１，３２０ ２、７５０×１，１００×１，３２０ ２，９８０×１，１凹ｘｌ，３２０

重 量 賤 賊 の 慨 重 量 ｋ ｇ
２，０００

（ン２，１００
２，１００

○２、２００
２，２００

（》２，３００
２，３００

応ジ２，４００

★ 主 軸 回 転 速 度 ’ - ） ｊ ジ Ｊ θ ， ｊ ど ６ θ ７ ７ ジ ５ ｊ ｊ Ｓ ｊ ５ ５ ｊ Ｓ ５ Ｚ ， Ｉ Ｊ ． ・ ｊ θ ∂ ， ｊ ７ ５ ４ ７ ５ ５ Ｓ θ ９ ５ θ ｊ ， ｉ ５ θ θ Γ μ ｍ Ｏ 印 は 切 落 し 付 び ） 仕 様
・‾｀Ｚ，ｊｊ６・ｊ８７Ｚジ２ｊｊ．ｊｊ・な丿＆／２ｊｊＺ９ひｊ６｀θ、ｊ・／召５７θ７θひｊ，ｊ，／りｊ，召ひの・μｚｙ・

うＺ５・１θぴ５ＳθｊθｊｊＺ６ｊ５ＳＺひ／ｊ，／６ｊｊ，／，μ坦５θひ６ｊθ７Ｓりｊ，Ｚ７θ２，θθθ，・／Ｊ，，，
★ イ ン 千 親 ね し 旋 盤 で は モ ジ ュ ー ル ね じ を 切 る こ と が で き ま せ ん 。

４

ＬＥＯ（Ｇ）-８０Ａ（６呪）・｜ＯＯＡ（７吠）・１２５Ａ（８吠）・１５０Ａ（９呪）

■ 主 要 寸 法

ｉ
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‖紳 長

１。ベッ ド は ！ 時 に 巾 と 深 １ さ を 大 き く と ってー ｜ う ｙ の ｂ ｊ 汁 ｜ 生 を イ 寸 万 一 して あ り 丿 ｊ ｉ ｉ 圖 ｜ 』 な 主 軸 台 お よ ｌ ｙ ｀ １ ニ ｜ ミ ｉ 紅 台 と 利 」 ま って 強

力 な 習 丿 削 が で き ま す 。

２ ． ベ ッ ド の す べ り 面 は 高 周 波 焼 入 れ ・ 研 削 仕 上 げ さ れ て い ま す の で 長 く 高 柳 度 が 紺 持 で き ま す 。

３ ． 押 ボ タ ン ス イ ッ チ で 継 電 し た 後 は 作 業 位 置 に あ る 始 動 レ バ ー で ｊ 三 軸 の 正 転 逆 転 お よ び 停 削 が で き さ ら

に 足 ｌ 沓 ， み ブ レ ー キ に よ り 急 ４ 亭 止 さ せ る こ と が で き ま す 。

４ ． 主 車 由 邁 り 変 の ｌ 変 核 １ は ８ ｊ 投 で ペ ッ ク ギ ヤ レ バ ー を イ 井 用 し た 似 丿 利 な ダ イ ヤ ル 直 が １ 式 に な っ て お り ま す 。

５ ． 主 車 由 １ 端 は シ ョ ー ト テ ーノ く ノ ーズ ’ （ Ａ Ｓ Ａ ， Ａ - １ - ６ ） と し チ ャ ッ ク 戻 貞 を 直 才 ｌ ｌ ？ う 波 杵 す る 力 ‘ ｙ ｙ で す か ら Ｊ 収 り ｆ 寸 け １ １ 父 り

は ず し カ リ

６ ． 雀 ｉ 車 を ｌ 収 り 根 ！ え る こ と な く ー - ｌ ｌ の メ ー ト ル ね じ ・ イ ン チ ね じ が ４ 刀 削 で き ２ イ 岡 の ４ 葵 え 歯 車 を 一 交 換 ！ す る だ け

で モ ジ ュ ー ル ま た は Ｄ ． Ｐ ． ね じ も ー 切 削 で き ま す 。 タ ン ブ ラ ノ ヽ ン ド ノ レ は １ 柴 ｆ 乍 喘 乙 易 ， な ダ ｀ イ ヤ ル 式 で す 。

７ ． ｆ 主 復 台 ク ） ド Ｄ 助 送 り の 豺 ト け は ず し お よ び 自 丿 力 丿 公 り に お け る ゐ モ 右 ・ 前 後 の ４ 刀 り 替 え は １ 本 （ ７ ） レ ノ く ー ゛ て ： ・ ｀ 迅 丿 恵 ・

正 確 １ に ４ 桑 ｆ 乍 さ れ ま す 。 召 丿 紅 台 の 自 重 力 逗

よ う に な っ て い ま す 。

８．，ＬＩヽ４１１１台のベッドに刈 ‘する４席ｆ寸けはｊ泊佩゛はｆ７ｔ阻

ク ラ ン プ を り り ｌ ｊ し て ４ 于 な え る よ う に な っ て お り ま す 。

９ ． 主 軸 台 の 澗 Ｈ 骨 は 仁 隻 手 戒 窄 ｆ 伯 ｉ に ， 没 け た 油 槽 か ら ポ ン プ で 強

た 刃 ９ 勿 台 前 １ 麦 ； 苦 り 才 ａ じ は 油 槽 の 中 に 泌 し て あ る の で 長 く そ （ ７ ） わ Ｗ 隻 が 糸 １ 回 寺 さ れ ま す 。

５’

ｊ - 。

ｊ - 、



｜

冪ＬＥＧ-１９Ｊ型
切落し付精密旋盤

， - 、

■ 主 要 寸 法

仕 様

振 り お よ び

心 間 距 離

機 種

ベ ッ ド ｌ こ の 振 リ
μ （ 開 板 か ら １ ８ ０ ｍ ｍ グ ） 間 ）

Ｏ 切 落 し 上 ひ ） 振 リ

○ 切 落 し の 巾 ぽ ｌ ｉ 阪 か ら の 距 離 ）

前 後 分

心 間 晨 人 距

片
主 軸 １ １ １ １ 通 穴

主

速
★ 回

刃 物 台

心 押 台

主セー軸
軸 穴
ン タ
度

の

の

ｊ力ｉ
友

テ
テ

転
換
辿

離

送

ｍｍ

ｍ ｍ

ｍｎｌ

ｍｎｌ

ｍｎｌ

ｍｎｌ

ベ ッ ド

ー

電 動 機一

機 械 の 大 き さ一

重 量

-
ア 一
一

動 距

換

Ｌ Ｅ - １ ９ Ｊ Ｌ Ｅ Ｇ - １ ９ 、 Ｊ

１，８５０

４００

３．７６Ｐ

２，１４０×１，０５５×１，２５５

２，０００

■ 通 常 付 属 品
Ｉｌｌ‘` ｜-１９Ｊ

二 八 ツ 爪 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ （ ｘ ９

皿 し 板 （ 外 往 １ ２ ０ ０ φ ）

固 定 セ ン タ Ｑ 内 １ 個 は 超 硬 チ ッ ブ 付 き ）

ｔ票唯’１１１１晶
訓ｊｉ灸コ１４し

１ 糾
１秘１

２猫】

１Ｊ-に

１ 式

Ｇ
／

ＬＥＧ-１９Ｊ

四ツ爪唯ｉ ‘ カチャックＮ０．１２

耐 ギ 反 （ 外 径 ６ ０ ０ φ ）
防 ］ 定 セ ン タ （ 内 １ 個 は 超 映 チ ッ プ 付 き ）

標 準 ‘ ｌ に 装 品
詞１た工４。む

１紅１
１俣１
２４川
１ｊｔ
ｌｙｔ

● 持 別 付 属 品
ニ ． ツノ 民 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ ｏ 、 ９

１川ツ爪甲．血ｊチャックＮ０．１２

回 し 板 （ 外 １ １ ２ ０ ０ φ ）

泊ｉ仮（タト才壬４００φ）

固 定 振 れ 止 め （ １ ２ φ ～ １ ４ ０ φ ）
移小力ｊふ仙Ｌめ（１２φ～５ｏφ）
-ｔ刈ｌｊｌ」油ｆｉｊ］装；改いに助ポンプ刊‘き）

Ｂ Ｉ 趾 な ら い 川 り 装 置

向 う 刃 彩
テ ー ハ 削 り 装 置
★ モ ジ ュ ー ル 、 Ｄ ． Ｐ ． ね じ 川 換 え 歯 車 ’

切 リ く ず よ け

口 転 セ ン タ Ｍ Ｊ ． Ｎ ０ ． ４

自 動 定 寸 装 置 （ 本 機 装 着 納 入 で Ｌ Ｅ - １ ９ Ｊ
用ク）み）

ね じ 切 り 」 こ げ 装 置

県 礎 ボ ル ト

４θ７５ｊｊＳｊＳ５２Ｓθ５θｌｊ７Ｓ５ｊ，芯５∂７７ｓｓ

ｊＪ６θジ５ｊ５θ２ｊ５４ひθぴｊθｊ，θθθ７・ｐｚｚｚ
／，５θθ，・μ。，Ｉ．ＥＧ-１９，Ｊ

６８０

４６０

５１０

１ ６ ８ ０２１５

２４０

８００

１ ， ０ ０ ０ １ ， ０ ２ ０

５１

Ｎ（λ６

Ｎ０．４

８

５０～１，５００または４０～１，２００４０一一１，２５０または３３～

２ ８ ０ ３ ７ ０

１４０

１５０

Ｎ０．４

７６５

３２

０．０５～０．７０

６ ま た は ４ 山 ／ ２ ５ ． ４

７ ～ １

４ ～ ２ ８
３．５～０．５

８ - - ５ ６

３．７４Ｐ

２，１６０×１，０６５×１，２３５

１，９００

ＬＥ-１９ｊ５θりθｊ・ｊθｊ忿５ｊ・μｊびθθ９５θ
・１。０７２ｊｊ５ｊＳり２７θ・ｊぶ∂７６θｊ，ぶＪ哨’戸ｙｊ

★ イ ン チ 郭 １ ね じ 旋 ｉ ！ で は モ ジ ュ ー ル ね じ を 切 る こ と が で き ま せ ん 。

軸 Ｉ Ｍ と 重 力 川 ｋ Ｗ

艮 × 全 巾 × 全 高 ｍ ｍ

械 ひ ） ４ ４ 尻 重 ｉ ｔ ｋ ｇ

ｍｎ】

ｍ ｍ

妊
巾

★ 主 軸 回 転 辿 度

全

一
ｊシ
ー

全-

賎

左 右 ・ 前 後 送 り 量 の 範 囲 ｍ ｍ ／ ｉ ｒ ｅ ・

親 ね じ タ ） ピ ッ チ ｍ ｍ

ね じ 匂 ｊ リ グ 鴇 屯 １ 川 メ ー ト 丿 し ｍ ｍ
イ ン チ ’ Ｉ ： Ｒ Ｉ

モ ジ ュ ー ル Ｍ
Ｄ ． Ｐ ． Ｐ

ン タ
一

腹 台
リ
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故

七

什返̶

ね じ 切 り
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変
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前 後 送 り 台 下 多 １ 力 距 剛 ｋ ｍ ｍ
刃 牛 勿 ｉ 公 り 台 ｆ 多 少 力 距 剛 ｉ ｍ ｍ

セ ン タ の 移 動 距 離 ｍ ｍ
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冪ＬＰＴ-３５Ｃ型
精 密 旋 盤

■ Ｌ Ｐ Ｔ - ３ ５ Ｃ 型 の 特 長

１ 。 ペ ッ ド の 往 復 台 す べ り 面 は 一 段 低 く 設 け て カ バ ー で

覆 い チ ッ プ 加 工 物 等 よ り 受 け る 損 傷 を 防 い で お り
ます。

２ ． ベ ッ ド の す べ り 面 は 高 周 波 焼 入 れ ・ 研 削 仕 上 げ さ れ
て い ま す の で 長 く 高 桁 度 が 維 持 で き ま す 。

３ ． 電 動 機 直 結 の 変 速 箱 が 脚 内 の 床 面 近 く に 収 容 さ れ 主
軸 の 高 速 ６ 段 は Ｖ ベ ル ト で 直 接 駆 動 す る 方 式 で す か
ら 非 常 に 静 粛 円 滑 で あ り ま す 。

４．主車ｌｈ（７）遜リ１：協丿奥は１２Ｊ没でヽｆ氏週

ックギャを肴ヽしてぞ
切 削 が 可 能 で す 。

５ ． 主 軸 端 は シ ョ ー ト テ ー パ ノ ーズ （ Ａ Ｓ Ａ ， Ａ - １ - ５ ） を 採
用 し て お り チ ャ ッ ク 類 を 直 接 装 着 す る 方 式 で す か
ら・ｐｌｊレ受にきわめて才妾丿丘して加工物／がｆ呆梢１されます。

６ ． 広 巾 Ｕ 升 Ｉ グ ） メ ー トル ね じ ・ イ ン チ ね じ の 双 凭 ｆ と も 簡 易
な扨丿乍で４刀ることができます。

７．ｆ主孫
お け る 左 右 ・ 前 後 グ ） 切 り 替 え は １ 本 の レ バ ー で 迅
ｉ恵一正司ｌに４粂ｆ乍されます。自利Ｊ送りとねじ之釡リとが｀
同 μ 寺 に ｆ 乍 重 力 し な い よ う 留 琵 芙 に イ ン タ ー ロ ッ ク さ れ る
よ う に な っ て い ま す 。

８．足踏みブレーキが作動すミ， ’ １ 八 前 に主軸駆動電１動機グ）
四 回 を 叙 Ｊ る よ う に な っ て お り ま す び ） で 足 ｙ 沓 み ブ レ
ーキをｉ沓むだけで急，ｊ塞に４亭にさせることができます。

９．主軸ｉ≒の利１受や錬ｒ月ｊｌ７）敢行骨はポンプによる弓虫常｜持合；由
に な っ て お り ま す 。

ｒ７

■ 主 要 寸 法

仕 様
-

振 り お よ び

心 間 距 離

べ

前
心

機 種

ッ ド 、 Ｌ 刀 仙

？ 麦 送 り 台 」 こ の 払
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-

Ｌ Ｐ Ｔ - ３ ５

３６

皿け友から４３ｍｍのμｊ
１８０

５００

１，０２０

３２

Ｎ０．５

Ｎ（），４

１２

５６～２，５０１

２４５

１００

１２０

Ｎｏ、４

５４０

４０

０．０５～１．５

４ ま た は ６ 山 ／

７～０．２５

４～１１２

１，３５０

２８０

３．７４Ｐ

１，７００×１．０８０×
-

１，２００

ＬＰＴ - ３ ５ Ｃ５ぴ ∂ θ ｊ ｊ２ｊ５θｊｊ２３θθ

４５θ６ｊθ９θθｊ，ｊ５θｊ，７θθｊ，５θθ，’μ７ｚｌ

通
テ
テ

の
ら
変
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全 長 × 全 巾 × 全 高 ｍ ｍ

機 械 の 概 ｉ Ｒ 量 ｋ ｇ

転返

重
一

★ ム し 軸 回

電 助 機

機械の大きさ

ベ ッ ド

ね じ 七 刀 り

り送

心 押 台

前

刃
-

セ

セ

刃 物 台

回

床
生
生
セ
速
★

軸



冪ＬＲ-５５Ａ型
精 密 旋 盤

， -

Ｌ Ｒ - ５ ５ Ａ

ｊ６０

厦から１００ｍｍの川３９５

２１０

５５０ 寸

１，０００

３０

Ｎ０．５

Ｎａ３

６

１，８００または７０～１，５００

２２０

１００

１２０

Ｎ０．４

５２５

３２

０．０４～０．６

４または６１Ｊｊ／２５．４

７～０．４５

４～５６

１，３５０

２７５
-

３．７４Ｐ，ｓ・

６５０×７６０×１，１３５

９２０

・’‘’ｔ４ｒ-¬｀コｔｔ７７¬-・

／｜゛゛ｙＴンＴ’卜’”ぷし…………ブブふ……ぷ

■ 通 常 付 属 品
三ツ爪スクロールチャックＮｏ、７
回 し キ 友
固定センタ（内１佃は起吸チッフ付き）
標準冠ご装品
訓ｔｙに其

■ 特 別 付 属 品
四ツ爪牟動チャックＮａ８
面 板 （ 外 径 ２ ８ ０ φ ）
固定錨Ｑれ止．め
孝多ｉ川Ｉ辰れ止め
Ｖ川｜」油剤装雛．い七勣ボＩンフ付き）
Ｂ型ならい削り公七置
向う刃牛勿台
テ ー パ 削 り 装 置
似ｊりくすよけ
回．転センタ

基 礎 ボ ル ト

５ＡＣ＆ｙｊ５５２７５５５θｊ，θ２θｊ．８θθΓμ。ｚ

Ｏ７θｊＪθ２３０４６θ８５５ｊ，５θθΓｐｚｚｊ

１仏１
１４固
２ｆ川
１式
１式

■ Ｌ Ｒ - ５ ５ Ａ 型 の 特 長

１。ベッドは巾とｊ莱さを大きくとってートぅｙのｂ・り１１；ＭＥをイ・ｊ ’ 与

し て あ り 必 １ 岡 ｌ ｊ な 主 軸 台 お よ び ｊ 十 ｛ 夏 台 と 手 川 ま っ て 強

力 な 切 削 が で き ま す 。

２ ． ベ ツ ド の す べ り 面 は 高 周 波 焼 入 れ ・ 研 削 仕 上 げ さ れ

て い ま す の で 長 く ｉ 白 ｉ 程 ｊ リ 隻 が 維 丿 寺 で き ま す 。

３ ． 主 車 由 端 は シ ョ ー ト テ ー ノ ｛ ノ ー ズ （ Ａ Ｓ Ａ 、 Ａ - １ - ５ ） を 才 采

用 し て お り チ ャ ッ ク 類 を 直 扨 ？ １ 七 着 す る な 式 で す か

ら 月 見 リ ｆ 寸 け Ｊ 秘 り は ず し が ’ ‘ 俘 易 で ヽ あ り か つ 轍 Ｉ ・ 受 に き わ

め て 才 帽 丘 し て 加 工 牛 勿 が イ 呆 才 寺 さ れ ま す 。

４ ． 自 重 刎 公 リ の 廿 ト け は ず し お よ び 自 到 Ｊ ｊ 盈 り び ） 副 丿 後 ・ 左

右 の ・ 切 ’ 卜 替 え は １ 本 （ ７ ） レ 。 バ ー て ヽ ｀ ｉ 迅 速 ・ 正 確 Ｃ こ 操 ｆ 乍

さ れ ま す 。

自 ｆ の 送 り と ね じ ｊ 苫 り と が ｀ 同 １ １ 手 に ｆ 乍 重 力 し な い よ う 随

に イ ン タ ー ロ ッ ク さ れ る よ う に な っ て い ま す 。

５ ． 足 踏 み ブ レ ー キ が 作 動 す る 直 前 に 主 軸 駆 動 電 動 機 の

電 ぢ 諭 を 切 る よ ぅ に な っ て お り ま す び ） で 足 踏 み ブ レ
ー キ を ｙ 沓 む だ け で 急 、 ｊ 虫 に ｆ 亭 削 さ 廿 る こ と が ｀ で き ま す 。

６ ． 送 り 心 過 負 Ｗ μ こ 大 寸 し て は ｉ 羞 り 車 由 に 惺 ｉ え た 安 全 １ 装 置 カ ｆ

佃

７ ． 送 り 歯 車 箱 に は ノ ル ト ン ギ ャ ー が 備 え て あ り 急 速

に 送 り の 変 換 が 行 な え ま す 。

８ ． バ イ ト は ３ 番 （ １ ９ × １ ９ 回 、 ） を キ ？ し 装 と し て お り ま す ノ 戸

尾 ヽ 高 を バ イ ト で 訳 詞 庇 で き る も び ） な ら ば ３ ２ 、 一 角 ま で ・ グ ）

ジ ャ ン ク を Ｊ 収 り ｆ 寸 け る こ と カ ｆ で き ま す 。

ざ



冪ＬＥ-１９Ｊ-Ｃ型
多サイクル自動ならい旋盤

■ 主 要 寸 法

愉ＩＳ４

振 り お よ び
心 間 距 離

ベ ッ ド 上 の 紡

／／（面１反より１８５ｍｍの間）ｍｍ

前 ？ 変 ｉ 差 り 台 ＿ Ｌ の ｌ 辰 リ ｍ ｍ
心 間 最 大 距 離 ｍ ｍ

４６０

５１０

２４０

８００

主 軸

床 面 よ り の 心 高 ｍ ｍ
主 軸 貫 通 穴 １ 至 ｍ ｍ

セ ン タ の テ ー ノ 々 Ｍ 』 こ

速 度 変 換 数 段

回 転 速 度 ｒ ｐ ｍ

１，０００
５１

Ｎ０．４

８

５０～１，５００または４０-ヽ １，２００

な ら い 装 置

な ら い ン リ ン ダ ー の ス ト ロ ー ク ｍ ｍ

な ら し べ 耳 又 伺 ‘ 角 度

自 家 力 な ら し １ サ イ ク ル 数

（ 円 筒 サ イ ク ル 、 形 サ イ ク ル 共 ）
１ サ イ ク ル 毎 の 自 動 ・ 切 ； ム 量 ｍ ｍ

（ 無 ｆ 発 な ら い ス ラ イ ド 方 向 に ）
最 大 自 動 々 Ｊ 込 量 ｍ ｍ

最 大 ノ く イ ト 調 整 量 ｍ ｍ

７５

旋 回 式

★ １ ～ 数 サ イ ク ル

○ ～ ５

１５

２０

手 前 刃 物 台
前 後 送 り 台 移 動 距 離 ｍ ｍ
上 送 り 台 移 動 距 離 ｍ ｍ

２８０

１４０

心 押 台
セ ン タ の 移 動 距 離 ｍ ｍ
セ ン タ の テ ー ノ ヾ Ｍ ． Ｔ ．

１５０
Ｎ０．４

送 り
ｔｌｌｉ夏台ガを大平多！助距剛£ｍｍ
送 り 変 換 数 種
左 右 一 前 後 送 り 量 ｍ ｍ ／ ｒ ｅ ｖ

７６５
３２

０．０５～０．７

ね じ 切 り

親 ネ ジ の ピ ッ チ ｍ ｍ

ね じ 切 り の 範 囲 メ ー ト ル ｍ ｍ

イ ン チ Ｔ ． Ｐ ． ｌ ．
モ ジ ュ ー - ノ レ Ｍ

Ｄ．Ｐ．Ｐ

６または４山／２５．４

１ ～ ７

４～２８山／２５．４

０．５～３．５
８ ～ ５ ６

ベ ッ ド 全 艮 × 全 巾 ｍ ｍ １，８５０ × ４ ００

｜竃動機
主 軸 駆 動 用 ｋ Ｗ
油 圧 用 ｋ Ｗ
早 戻 用 ｋ Ｗ

５．５ｋｘｖ４Ｐ
０．４ｋｘｖ６Ｐ

０．４ｋｘＶ２Ｐ

機械の大きさ 全 長 × 全 巾 × 全 高 ｍ ｍ ２，１７０ｘｌ，５００×１，２３０

重 量 概 械 タ ） 概 Ｊ Ｒ 量 ｋ ｇ ２，３００

★ サ イ ク ル 数 自 助 設 定 機 構 に よ り 自 動 的 に 決 定 さ れ ま す 。
★ こ の 仕 様 は 改 良 等 に と も な い 変 更 す る こ と が あ り ま す。

リ｜

９

・ｆ゛

～

心 丿

■ 通 常 付 属 品

１

ｙ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
り

ｘ

Ｉ

ノ

／

三 ツ 爪 ス ク ロ ー ル チ ャ ッ ク Ｎ （ １ ９ … … … … … … … １ 紆 ｔ

回 し 板 … … … … … … … … … … … … … … … … １ 個

固 定 セ ン タ （ 内 １ 個 は 超 硬 チ ッ プ 付 き ） … … … … ２ 佃

標 準 電 装 品 （ ２ ０ ０ Ｖ 、 ５ ０ ／ ６ ０ Ｈ ｚ ） … … … … … … … １ 式

ス ペ ア ペ ー ツ 栓 形 ヒ ュ ー ズ … … … … … … … … … ３ 佃

調 整 工 具
な ら い 用 ノ ヽ ぐ イ ト

ラ ン プ

■ 特 別 付 属 品

ｌ佃
１ 組
１倶｜

正 面 な ら い 用 テ ン プ レ ー ト 保 持 台 … … … … … … １ 式

正 而 な ら い 多 サ イ ク ル 装 置 … … … … … … … … … １ 式

エ ヤ ー チ ヤ ツ

油圧ミ心ヽ押台‥・

不釦勣

ｌｊｔ

組

イ ン フ ィ ー ド 装 置 … … … … … … … … … … … …

自 動 ブ レ ー キ 装 置 … … … … … … … … … … … …

面 板 … … … … … … … … … … … … … … …

… １ 式

… １ 式

… １ 式

… １ 個

固 定 振 れ 止 め … … … … … … … … … … … … … … … １ 個

… ・ １ 個

切 削 油 剤 装 置 （ 電 動 ポ ン プ 付 き ） … … … … … … … １ 組

四 ッ 爪 単 重 カ チ ヤ ツ

切 り く ず よ け …

回 転 セ ン タ … …

モ ジ ュ ー ル Ｄ ・ Ｐ ね じ 用 換 え 歯 ４ ｔ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ １ 組

… … … … １ 組

… … … … １ 個

特 殊 バ イ ト ホ ル ダ ー … （ そ ｒ ） 都 度 御 見 積 り 致 し ま す ）

作 動 油 … （ モ ー ビ ル Ｄ ． Ｔ ． Ｅ オ イ ル ラ イ ト ） … １ ８ ／



本 機 は

普通旋盤の汎用性を犠牲ｃこせずならい削りｆ乍業の多サィクル自重力ｆヒと高ｒｉ・響ｆヒを図ったｉ凡用兼自徴力ならいカ定ｌｌ

で あ り 加 工 物 の 形 状 数 ｌ ｉ ｔ 等 に よ り 多 サ イ ク ル 自 動 な ら い 旋 盤 普 通 の な ら い 旋 盤 或 は 汎 用 旋 盤 と し て 使 い わ

け る こ と が で き ま す 。

こ の た め 人 量 生 産 は 勿 論 中 量 生 産 か ら 多 種 少 ： ｉ ｔ 生 産 ま で 本 機 一 台 で ぃ か な る 生 産 量 も カ バ ー で き ま す 。

本 機 は 軸 物 の ㈲ 工 は 勿 論 ク ロ ス ス 、 ラ ィ ド の 動 き を 制 御 す る こ と に よ っ て 面 物 加 工 物 の 多 サ イ ク ル な ら い 切 削 も

可 能 で あ り ま す 。

レ聯励 長
１。力｜］工４勿の形斗犬に応して自１助ならいサイクルは円丿笥サイクノレＪｆＳサイクＪレの２唇Ｒ嬰頁を仮

ます。

円筒サイクルは１恥材力ＩＬ工用に形サイクルはｊ碍丿包品１段遥£品（７）力ＩＩ工にｊ直します。

この加工サイクルは車岫物ならい匂］肖｜』正直ｉならい七刀削Ｊじ同お刻こ行

（ Ａ ） 円 筒 サ イ ク ル の 例

／１：第１サイクルの耳交ｆ戈

／２：第２サイクルの耳交ｆ戈
１３：第３サイクルのＩ収４七

Ｚ４：イ士にサイクルの耳可戈

往復台前進端 往復台原位置

／１

１２

／ｓ

Ｚ．

（ ａ ） 軸 効 な ら い の 場 合

ねＺ３６ｊｌ

十 十 卜 横 送 ・ ） ｆ ｉ 原 位 置
ＬＳ３

-゙ ＬＳ４

横 送 り 台
前 進 端

（ ｂ ） 正 面 な ら い の 場 合

（ Ｂ ） 形 サ イク ル の 例

１１： 第 １ サイクル の 耳 可 戈
／２：第２サイクルのＪ収イ戈
Ｚ３：イ士上サイクルの耳可戈

（ａ） 軸 物 な ら い の 場 合

６

２

Ｓ Ｚ ２

１０

７ 。 な ら い 削 り を 併 用 し 手 動 に よ る 起 動 レ ペ ー 操 作 で 高 速 ね じ 切 り を 行 な う こ と が で き ま す 。

８ ． 汎 用 旋 盤 と し て 使 用 す る 場 今 は 作 業 位 置 に あ る 起 動 レ ベ ー で 主 軸 の 正 転 停 止 逆 転 が で き さ ら に 足 踏 み

ブ レ ー キ に よ り 急 、 イ 亭 止 さ せる こ と が ‘ で き ま す。

９．主丿軸ｉ急度：は８ｆ淀で ’ 蛮２４奥才桑ｆ乍はバックギヤーレバーをイ井用したｆ更利なダイヤル直示２式になっております。

１ ０ ． 主 軸 台 の 潤 滑 は 機 械 背 面 に 設 け た 油 槽 よ り ポ ン プ で 強 制 給 油 し て お り ま す ま た 焼 入 ・ ね じ 研 削 仕 上 さ れ た

刃 物 台 前 後 送 り ね じ は 油 槽 心 中 に 浸 し て あ る の で 長 く そ の 精 度 が 維 持 さ れ ま す 。

３。サイクノレ数自動設定機構ｃこより力日エサイクル・数が自載丿的に決定されますから自重力・切よと量：または耳又ｆ七を変更

して も そ の 者 ｜ 丿 支 サイクル 勿 こ を ほ 受 健 二 し な お す 手 聞 か あ り ま せ ん 。

４ ． 荒 削 り と ４ 士 上 削 り を 但

５．ならいＪ収ｆ寸角は尨１回式ですから加工物μこ。適した角度で伺

台 を 但

６．危急、のｊ易今足ｌ沓ブレーキにより主軸が急、ｆ亭止するとともにｆ主｛夏台およびならいスライドも自１助でもどります。

（ ｂ ） 正 面 な ら い の 場 合

１サイクル毎の自１動４刀ｊム量は自震２７匂Ｊｉ込装５置のダイアルによりｏ～５肖，までヽ押汗支賤

の 材 質 バイ ト の 苛 列 火 等 に よ り 最 丿 直 の ー リ 八 匹 量 を 簡 雅 に １ 俘 る こ と が で き ま す こ の ［ １ 重 似 刀 ｊ ム ・ 酸 は な ら い ・ 切 削 の

途 中 に 竣 丿 更 す る こ と も で き ま す。



冪ＬＡＶ-４０Ｂ・５５Ａ型
自 動 旋 盤

ＬＡＶ-４０Ｂ

■ Ｌ Ａ Ｖ - ４ ０ Ｂ ． ５ ５ Ａ 型 の 特 長
１ 。 １ サ イ ク ル 自 動 機 未 熟 練 者 で も １ 人 で 数 台 を 操 作 で

き 高 粘 度 で 均 一 な 製 品 を 量 産 で
き ま す。

２ ． 立 型 工 作 物 の 着 脱 調 整 が 容 易 で あ り
も田丹びこｙな力ｆれがよいので・４幾才成ヘグ）
切 屑 熱 の 杉 響 が 少 な く さ ら に 摺
重肘薗を匂丿脅で打１１易することカり
ら れ ま す。

３ ． 主 軸 台 フ ラ ン ジ 方 式 で ベ ッ ド 上 面 に 取 り
付 け ら れ て お り 保 守 が 容 易 で す 。
主軸は１５おｆＪ仁召ご換３Ｊｊ曼と１奥邑載ボりｔの４販
数 変 換 ２ 段 の 合 計 ６ 段 変 速 が 可 能
で す 。 さ ら に 電 動 機 は 任 意 の 時 川
に自動変速（牛寺イ寸）がでヽき適切な
了作弓側賀言回ｙｌで毎多冬られます。

４ ． ブ レ ー キ 装 置 主 軸 電 動 機 は ブ レ ー キ 装 置 を 備 え
て い る ク ） で 主 軸 を 早 く 止 め る こ と
が で き ま す 。

５ ． 送 り 台 ス ラ イ ド 位 置 を 微 細 調 節 で き る 機
構 で ニ Ｌ こ ッ ト 化 さ れ た も の を コ
ラ ム 面 上 任 意 グ ） 位 置 に 取 り 付 け ら
れ る か ら ツ ー リ ン グ の レ イ ア ウ
ト が 容 易 で す 。

６ ． 油 圧 ユ ニ ッ ト 単 独 び で ） コ ー ニ ， ッ ト に な っ て お り ポ
ン プ は 可 変 吐 出 型 を 使 用 し て ぃ ま
す。

７ ． 集 中 給 油 主 軸 箱 送 り 台 摺 動 面 は 各 々 ポ ン
プ 潤 滑 さ れ て お り 精 度 の 維 持 が
容 易 で す 。

８ ． チ ャ ッ ク 装 置 加 工 物 に 合 わ せ て ツ ー リ ン グ と 共
に 製 作 で き ま す か ら 安 全 か つ 能
率 的 で す 。
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５～４，０００
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３．７
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１，４００×７５０×１，８００

２，０００

● 通 常 付 属 品

ふＭｇｓじ肌

小 物 工 輿 入

１式

１個

切 屑 タ ン ク ２ 佃
（ＬＡＨ-２０Ａは１個）

標準凭こ装品（２００Ｖ５０／６０Ｈｚ）１紅１

■ 特 別 付 属 品

チャック１な置

刃物台（バイトイ寸）

ツ ー ル セ ッ チ ン グ ゲ ー ジ

特 殊 送 り 台

主 軸 自 動 変 速 装 置

特 殊 追 加 指 定 心 装 品

切 屑 ガ ー ド

二今五｜」油剤１１１１５１溜式川補助ガード付｝

油！王・にヽ押台（ＬＡＨ-２０Ａのみ）

１組

１組

１紅１

１糾

１組

■ Ｌ Ａ Ｈ - ２ ０ Ａ 型 の 特 長

１。惶隻ｔ或各音５は強
度：部４寺出来るわ恥壹にしてあります。

２．油ＥＥ・で邑気市肘卸による自乗カサイクノレマシンで高札り隻
の 加 工 を 有 昏 彰 的 に 生 戸 れ す る こ と が で き ま す。

３．ＪＪＩＩ‾１丿勅の着脱以外は自重力運車云を千于なぃますので未
熟 練 者 で 数 台 を 操 作 す る こ と が で き ま す 。

４ ． 加 工 物 の 着 脱 は 油 圧 を 使 用 し て お り 把 握 力 の 調 整

が可有ｌｉで７ＪＩＪ工１勿に応；じフットペダル又は４のう替スイ
ッ チ で 締 付 が 容 易 に で き ま す 。

５ ． 操 作 盤 は ペ ン ダ ン ト 方 式 の 採 用 で 作 業 に 便 利 な 位 置
で 操 作 で き ま す 。

６ ． 動 作 の 選 定 に
易に迪１４尺できます

７．上吝恥公り台丿侃イ寸直ｉカリＲ直になっており、チャック ’‾ド
方のベッドには巾広いイ頃余゛｜・ｍｉを言叱け匂畔分（７）杉Ｆ出処丿里
が よ く な っ て お り ま す 。

８ ． 送 り 台 は 単 独 。 ニ ェ ーニー ッ ト に な って お り 任 意 の 位 置 に 取
ｆ寸けできそグ）油圧沿い川よ司二石茲介グ）帯肘卸により広章ｌ
囲 の サ イ ク ル が 可 能 で す 。

９ ． 送 り 台 の 主 摺 動 面 は 焼 入 硬 化 を 行 な い 摩 粍 に 対 し
十 分 の 処 置 が は ら わ れ て お り ま す 。

１ ０ ． 機 械 各 部 の 潤 滑 は 自 動 給 油 方 式 に な っ て い ま す 。
１１．衿Ｓｔｔ或はカロエをりに了しますと自慰泊勺に郷ｌ乗カイ亭止します。
１２．油ＥＥポンプミ淡置は単丿虫-ニＬニ、ットとしてベッドに内騨ｌ

さ れ 提 阿 寸 け ス ペ ー ス を 少 な く し て お り ま す 。 ま た
侍
で簡単に外ヽ吝ＩＳへ引出すことカｆできます。

序



冪ＧＡ-５０Ｂ-（Ｔ）型
精密円筒研削盤

ＧＡ-５０Ｂ

Ｇ Ａ シ リ ーズ ｉ 斤 削 盤 は 安
置により中丿屯簡但１な４菓ｆ乍才生とともに高有限彰高ｔ庁度の不刑ｌｊ肘乍業ができます。
- Ｔ 型 は テ ー ブ ル ・ 送 り が 油 圧 自 動 送 り に な っ て い ま す 。

■ 特 長
１。といし車由は柳１ｊＦ変針

油 膜 軸 受 に 納 め ら れ 専 用 ポ ン プ で 強 制 潤 滑 さ れ て い ま す 。
と ぃ し 軸 ク ） 起 動 は ま ず 潤 滑 油 ポ ン プ が 始 動 し 設 定 圧 力 に な る と 回 転 を 始 め も し 圧 力 が 低 下 す る と 停 止 し
ます。
ま た 電 動 機 は 振 動 グ ） 少 な い も の を 使 用 し プ ー り な ど 回 転 部 分 は 充 分 バ ラ ン ス を 取 り 高 速 回 転 に よ る 振 動 を
極 力 少 な く し て い ま す 。

２ ． と い し 軸 頭 は 前 後 方 向 に 位 置 調 整 す る こ と が で き そ の 上 面 は 各 腫 ア タ ッ チ メ ン ト の 取 付 け が 可 能 に な っ て
い ま す。
Ｇ Ａ Ｕ 蜀 １ の と ぃ し 台 は 争 夏 式 旋 回 方 式 で す か ら ア ン グ ル ヘ ッ ド ア ン グ ル ス ラ イ ド グ ） い ず れ も で き ま す 。 ま た
と い し 耳 £ は 右 側 に つ け る こ と も 司 哨 巳 で す。

３．といし台１習重力剖１は高４盾月だのローラの但
でだＪ一一な諒芸谷密萌みができます。１敬糸ＩＲ・切ｉ込みはフ≒ｙシュポタンでぞ予ないその量は夕゛イヤルにより司司貧ｊでき
ます。
さ ら に 調 整 式 定 寸 ス ト ッ ペ を 使 用 す る こ と に よ り と ぃ し 台 を ー 一 定 の 位 置 に 正 確 に 止 め る こ と が で き 同
一寸１去の石斤削を１于なうＪ易合：ＪＩう打にｆ更利です。

４ ． テ ー ブ ル 手 送 り 操 作 は ハ ン ド ル 車 中 央 の ノ ブ で 粗 送 り 微 細 送 り の ２ 段 の 送 り が で き ま す 。 テ ー ブ ル が
油 圧 自 動 送 り の - Ｔ や は 本 機 正 面 中 央 に 送 り 速 度 調 節 ノ ブ と ト ラ ベ ー ス 端 で 左 右 各 中 。 独 に 調 整 で き る タ リ ー
調 整 ノ ブ が あ り ま す 。

５ ． 工 作 主 軸 は 振 動 の 少 な い 電 動 機 で 駆 動 さ れ ベ ル ト の 掛 換 え に よ り ８ 段 変 速 が で き 、 起 動 停 止 レ バ ー に は
ブ レ ー キ が 連 動 さ れ て い ま す 。 Ｇ Ａ Ｕ 望 の 工 作 主 軸 台 は 施 回 ノ 叫 で す 。 ま た Ｇ Ａ や は 回 定 や で す が 御 要 求 に よ り
旋 回 工 作 主 軸 台 （ 主 軸 は 固 定 回 転 両 用 ） も 用 意 さ れ て お り ま す 。 旋 回 工 作 主 軸 台 は チ ャ ッ ク 装 置 （ 特 イ 寸 ） と
の 併 用 に よ り 端 面 （ 平 面 ） 研 削 も で き ま す 。

６．・已ヽ１１１１１岫び）エィ乍牛勿に則’するｆ乍用戸Ｅは二巳ｆ乍物μこＪ心じてｙ関りＥすることができます。
７ ． テ ー ブ ル す べ り 面 お よ び ハ ン ド ル 送 り な ど 主 要 部 は 専 用 ポ ン プ に よ り 潤 滑 さ れ 長 く 高 粘 度 が 維 持 で き ま す 。
８ ． 一 Ｔ 型 の 油 圧 ユ ニ ツ １ ヽ は 断 熱 ・ 防 振 用 ラ イ ナ を 介 し て 本 機 背 面 １ こ 取 付 け ら れ て お り 油 温 ・ 振 動 な ど の 本 機

へ の 影 響 を 防 止 し て い ま す 。
９ ． 内 面 研 削 装 置 （ 特 付 ） は 外 研 用 と ぃ し 車 を つ け た ま ま 使 用 で き ま す 。 こ の 場 介 Ｇ Ａ 型 は 旋 回 工 作 主 軸 台 （ 特

ィ寸）が必ヽ要になります。

り

ぺ

ｊ-１
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精密万能研削盤
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辰 大 巾 ｍ ｍ
回 転 数 ｒ ｐ ｍ

３ ０ ５ × ２ ５ × １ ２ ７

３８

２，０００

と い し 台

Ｆ 動 ス ト ロ ー ク ｍ ｍ

Ｆ ・ 動 切 込 量 ７ ｒ ｅ ｖ

目 ’ 瓜 丿 以 ｊ ｌ ｌ ／ ｊ ヽ Ｌ Ｉ 皆 Ｒ ｍ ｍ
プ ッ シ ュ ボ タ ン 切 込 量 ｍ ｍ

旋 回 角 度 （ 圭 一 ド ）

１５０

１

０．００２５

０．００２５--０．０２５
１ ｎ ｎ ｐ ｇ ｎ ｃ

- -

工 作 主 軸 台

旋回角度けぃし側- -作 £者則）
回 転 方 式
回転速度変換（ベルト掛換）
回 転 速 度 （ 高 速 城 ） ｒ ｐ ｍ

・・（１氏連城）ｒｐｍ

ｒ ・ 八 〇 り 八 〇

囚定軸ｉ詔禁訟切換・・］’能
８ｎ

ｊＪＺθθｊｊθ５θθ
６り扨θ川θｊ５θ

セ ン タ 主 軸 、 心 押 軸 と も Ｍ ． Ｔ Ｎ ０ ． ３

電 動 機

と な １ し 軸 用 け 票 準 ） ｋ Ｗ
と り ゝ し 軸 潤 消 ・ 川 ｋ Ｗ
工 竹 １ 主 軸 月 Ｊ ｋ Ｗ
※ 油 圧 機 構 ポ ン ブ 用 ｋ Ｗ
研削油剤ポンプ１ｌｊＯ剥・ヽいｋＷ
磁気分Ｓｋ１猫ｙｌ貝特吊ｊ’）ｋＷ

１．５

０．１

０．２

※ ０ ． ７ ５

０．１５

０ ． ０ ２ ５

機 械 寸 法
お よ び 重 量

左 右 ｘ 前 後 〉 く 高 さ ｍ ｍ

機 威 の 概 重 量 ｋ ｇ

１，８２０×１，４５０×１，２７０

１，５００

※ 印 は 油 圧 ユ ニ ー ｙ Ｆ ｔ

■ 通 常 付 属 品
１
５
６
１１
１２
１３
１４
１５
１７

８
９
０
１

１
１
２
２

ス ペ ナ お よ び ね じ 回 し 類 … … … … … … … … … … … … １ 組

個
個
個
組
組
組
組

１
１
１
１
１
１
１

１
１

組
個
組
組
組

叫

と ぃ し 車 （ 標 準 ） … … … … … … ３ ０ ５ × ２ ５ × １ ２ ７

と
と い し フ ラ ン ジ 扱 き
と ぃ し フ ラ ン ジ 締 付 工 具
バ ラ ン シ ン グ ア ー バ … …

ダ イ ヤ モ ン ド ホ ル ダ （ テ ー ブ ル 取 付 望 Ｔ ナ ッ ト
及 び ボ ル ト 付 き ， ダ イ ヤ モ ン ド ツ ー ル を 含 ま な い ） … １

超 硬 セ ン ； タ ’ （ 標 準 型 ） … … … … … … … … … … … … … … ２
研 削 れ ｌ ｌ 剤 供 給 ノ ズ ル （ タ ン ク ， ポ ン プ を 含 ま な い ） … … Ｉ

ひ ま つ よ け
電 装 品 （ 電 動 機 ， 開 閉 器 一 式 但 し ２ ０ ０ Ｖ ， ５ ０ ／ ６ ０ Ｈ ｚ ）

■ 特 別 付 属 品
１０１研削油剤装置（電動ポン
１ ０ ２ 磁 気 分 離 器 … … …
１ ０ ３ 予 備 と い し フ ラ ン

１０６回し金
１ ０ ７ 超 硬 ハ ー フ セ ン タ

‥ ・ ・ １ 組

・ 要 求 数

… ・ １ 個

… … … １ 組

１ 個
１紆ｔ
１厨ｔ

１紅ｔ
卜 ・ … ・ １ 組

２ｚｆ斤３
組
個

２／ｊｉ２イ固
１飴１
１ 組
１糸ａ

１０４ダイ・ヤモンドツール（通イ寸Ｎｏ１７、１辰寸Ｎ０．１０５用）
１０５とぃし修正概ぷ鸚蕃謡惑；、．Ｉ、ｊ整付ダイヤモンドツールは含まなぃ）‥・・１組

１ ０ ８ ス タ ー ゛ チ ャ ッ ク お よ び Ｉ Ｒ イ 寸 ｉ ｌ 支 置 （ １ １ ０ ¢ ）
１ ０ ９ 丸 形 永 久 磁 石 チ ャ ッ ク お よ び 取 付 装 置 … … …

１ １ ０ コ レ ッ ト チ ャ ッ ク

ｎ １ と い し バ ラ ン ス 台 … … … … … … … … … … … …

ｎ ２ 二 点 振 れ 止 め （ ５ φ ～ ６ ｏ φ ） … … … … … … … …
１ １ ４ 右 側 と ぃ し お お い 用 追 加 二 ［ お よ ぴ ｀ 部 品 （ Ｇ Ａ Ｕ 型 ） ‥ ・ ・ １
１ １ ５ 潤 滑 油 - と ぃ し 軸 受 用 … … … … … … … …

１ １ ６ 潤 滑 油 - す べ り 面 用 … … … … … … … … …
１ １ ７ 研 １ １ Ｊ 時 寸 法 測 定 装 置 … … … … … … … … …

１ ２ ０ 付 属 品 格 納 箱 … … … … … … … … … … … …

１ ２ １ 内 面 研 削 装 置 （ 研 削 油 剤 供 給 ノ ズ ル 付 き ｊ

※ １ ２ ３ 油 圧 作 動 油 … … … … … …
１ ２ ２ テ ー ブ ル 角 度 決 め ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ 装 置 … … … … … … Ｊ 組

１ ３ １ 旋 回 工 作 主 軸 台 （ Ｇ Ａ 型 ） … … … … … … … … … …
１８ｊｆ衣ｉ２催１
… … … １ 組



冪ＧＬＳ-８０Ａ型
光学的精密ならい研削盤

Ｆ ｙ 長

本：杜吏は直糸泉・円升ｊあるいはこれ

の 組 合 せ ら れ た 不 規 則 な 曲 線 よ り

な る 特 殊 な 板 ゲ ー ジ ・ な ら い テ ン

プ レ ー ト ・ 工 具 ・ カ ッ タ あ る い は

プ レ ス 型 等 の 精 密 研 削 加 工 を 行 な

う 機 械 で 大 型 投 杉 器 の ス ク リ ー ン

を 見 な が ら 簡 易 に 作 業 で き ま す 。

■ 機 構 の 概 要

ペ ッ ド 上 に 研

寸寺台を手目夕寸的にニ淡イ茄しその中丿処

コこ方の５００ｍｍ□のスクリーンヘ反：

身すあるいは遥２逃腿賢明を用いて工ｆ乍

４ 勿 と と い し の イ 象 を 写 し ス ク リ ー
ンＴ薗にＪ収ｆ寸けた追突併と同一ｆ音吽１

の 示 泉 図 に な ら っ て と い し を 移 重 力 し

て１茎ｊＪ斤肖り力日工を４予なぃます。

したカヾってといし車の摩り

の 研 削 精 度 に は 全 く 影 響 し ま せ ん 。

作 業 者 は 映 イ 象 を 見 て 作 業 す る た

め字Ｊ£ｊ差のＪ彭判！を！受けず回心傍焼賜

を竪瓦字見できさらにＪ靫イ寸４犬態のま

までヽの４灸と査が可育巳です。

１ 。 ベ ッ ド お よ び 主 要 鋳 造 品 １ ； ｊ ； 川 ｜ ］ 性 の あ る 特 殊 鋳 鉄 に 熱 処 理 し 鋳 造 ひ ず み に よ る 経 年 変 化 を 極 力 防 止 し て い ま す。

２ ． テ ー ブ ル （ ７ ） 工 作 物 取 付 面 は 作 業 が 容 易 な よ う 充 分 な 広 さ を 持 ち さ ら に 工 作 物 を 取 付 け た と き テ ー ブ ル の

ひ ず ひ を 極 力 少 な く す る た め と り は ず し 可 能 の 補 助 板 を 備 え て い ま す 。

３ ． テ ー ブ ル の 縦 ・ 横 送 り は 各 々 移 動 位 置 読 取 り ス ケ ー ル を 有 し さ ら に 送 り 量 を よ り 正 確 に す る た め ブ ロ ッ ク

ゲ ー ジ と １ ／ ｎ ） Ｃ ） ○ - ｍ ダイ ヤ ル ゲ ー ジ に よ る 読 取 り 装 置 を 備 えて い ま す。

４ ． テ ー ブ ル 上 （ ７ ） 工 作 物 を 投 影 器 の 焦 点 位 置 に 合 わ せ る た め の 上 下 送 り ハ ン ド ル 車 は 方 向 を 自 由 に 変 え ら れ

ま す 。 さ ら に 足 踏 式 の 微 動 焦 点 調 整 装 置 （ 特 付 ） を つ け る こ と に よ っ て 焦 点 合 せ が 非 常 に 容 易 に な り ま す 。

５ ． 研 削 装 置 は 縦 ・ 横 送 り 用 の 上 中 下 三 段 の 旋 回 と 工 作 物 の 逃 げ 角 研 削 び ） 場 今 と ぃ し 車 の 半 径 方 向 と 軸 方 向 に

各 々 傾 斜 で き る た め テ ー ブ ル 上 の 工 作 物 に 対 し て あ ら ゆ る 角 度 を と る こ と が で き 各 旋 回 箇 所 に は 微 動

角 度 調 整 装 置 を 有 し て い ま す 。 ま た 研 削 装 置 の 縦 ・ 横 送 り ハ ン ド ル は 高 さ お よ び 操 作 位 置 が 自 由 に 変 え る こ

と が で き 操 作 が き わ め て 容 易 で す 。

６ ． 熱 処 理 後 精 密 に 加 工 さ れ た と い し 軸 は 予 圧 し た ２ 組 の 超 精 密 級 組 合 せ 軸 受 で ス リ ー ブ 内 に グ リ ー ス 密 封 さ

れ 長 期 間 注 油 無 用 の ｜ 単 独 - １ ニ ッ ト に な っ て い ま す 。 超 硬 合 金 ク ） 研 肖 リ の た め ダ イ ヤ モ ン ド ホ イ ー ル の 取 付 け も

できまた／ｊヽ１∃ｌといし軸

７．といし車の回転と上下行不呈は各々振動グ）少な・しヽ牛与殊電動機でヽ斗・，ｊ。ぎ虫週１４ｔ云力ｆできます。

８ ． と い し 昇 降 台 の 上 下 行 不 呈 は 収 ｆ 殊 な ク ラ ン ク 機 撰

ま す 。 ま た 上 下 行 程 数 は 電 動 會 回 腰 竃 賜 数 変 換 に よ り 二 段 に 切 換 え ら れ 行 程 ク で ） 調 節 に よ り 適 切 な 研 削 速 度 が 選 定

で き ま す。 男 一 ｜ 降 台 の すべ り 伯 ｉ は ｇ 吃 腹 で 防 じ ん さ れて い ま す。

９．投影登 §の倍率は２ｆ交階の -１ふ７Ｊ換式で映７像カ鴇祚明な５００ｍｍロスクリーンをイｆし遥と過照明（下音５）と反射照明

Ｏ 二 部 ） の 令

１ ｏ ． 本 ４ 幾 は 精 密 研 削 盤 と し て だ け で な く 逆 に 与 え ら れ た 輪 郭 を 調 べ る 光 学 的 投 影 検 査 機 と し て も 使 ｍ で き ま す 。

ｎ ． 本 ヤ ？ 梵 に は 作 業 用 工 具 台 と 原 図 入 兼 用 の 付 属 品 格 納 箱 を 備 え 付 属 品 の 整 理 と 製 品 ク ） 測 定 作 業 等 に 便 利 で す 。

ま た 円 筒 研 削 装 置 ・ 永 久 磁 気 チ ャ ッ ク ・ 割 出 し 装 置 等 の 特 別 付 属 品 グ ） 併 用 に よ り 本 機 の 性 能 を 倍 加 で き ま す 。

ぽ



２４

２５

２６

２７

２８

機 械 の 概 重 量

とりヽ

３ 組

１ 組

１ 組

１ 組

才受景丿暑副音呼１粁ｉ接：（

と ぃ し 軸 方 向 ‥

研 ｍ 装 置 横 送 り 移 動 距 離

逃 げ 角 と ぃ し 半 径 方 向 … … … … … … … … … … ｏ ～ ３ ５ ・

新尼送り移動

± １ ０ °

１６０ｍｍ

２００ｍｍ

２ 個

ｉら

２９

３２

３３

３４

３６

３７

４２

４３

４４

４５

■ 投 影 器 精 度

投 影 器 の 倍 率 ５ ０ ： バ ２ ５ ： １ ） 視 野 約 Ｉ Ｏ Ｘ Ｉ Ｏ （ ２ ０ × ２ ０ ） ｍ ｍ で 倍 率 精 度 は 透 過 光 の と き ± ０ ． １ ％ で あ り ま す 。

２

３

４

５

６

７

１

１

１

１

１

１

８

９

１

３

１

１

２

２

ｌｆｌ司

１ 組

１紆ｔ

３ 組

‥ ８ 個

２４１司

３佃

６イＩ司

１イ固

１個

自 在 か に 目 ス ペ ナ （ ５ φ ）

六 角 棒 ス ・ ヽ ご ナ （ ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ８ ， １ ０ ）

１

２

３

４

７

８

１１

ね し 回 し

両 ロ ス ノ マ ナ

■ 通 常 付 属 品

縦 送 り ／ ｚ ・２５０ｍｍ

１４０ｍｍ

・・８０ｍｍ横 送 り 移 動 距 離 … … … …
（ テ ー ブ ル ）

Ｉ ・ ■ ・ ・ ｍ ａ ｘ ． ８ £ 〕 ｍ ｍ

・ ４ ０ ， ８ ０ ｒ ｅ ｃ ／ ｍ ｉ ｎ

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ １ ５ ０ φ ｍ ｍ

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ３ ， ６ ０ ０ ｒ ｐ ｍ

……２００×ＩＯＯＸ（制限なし）ｍｍ

・８０ｍｍ

工 作 物 保 持 台 上 下 送 り 移 勁 距 離

と ｖ ゝ し 車 最 丿 大 ぞ 歪

回 転 数

器 ス ク リ ー ン 有 効 寸 法 … … … … … ５ ０ ０ × ５ ０ ０ ｍ ｍ

倍 串 （ 切 換 式 ） … … … … … … … … ５ ０ × 、 ２ ５ ×

■ 主 要 寸 法 お よ び 機 能

投 誤 ｊ

一に回・１-・…………………（２７二で；：ＩＭ：ＩＵ：：
間 接 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ２ ５ ０ × ６ ０ ｍ ｍ

高 さ … … … … … … … … … … … …

取 付 け 得 る 工 作 物 の 最 大 寸 法 （ 巾 × 厚 さ × 長 さ ）

と り ゝ し 凋 ・ 降 ＝ ｉ ｉ 暑 呈 ・ … ・

行 程 数 … ‥

旋 回 角 度 （ 上 ・ 中 ・ 下 ） … … … … ４ ５ ° ～ ○ ～ ４ ５ °

電 動 機 と ぃ し 軸 用 … … … … … … … … … … … ０ ． ４ ｋ Ｗ ２ Ｐ

と ぃ し 昇 降 台 上 下 用 … … … … … … … ０ ． ４ ｋ Ｗ ％ Ｐ

円 筒 研 ｍ 装 置 用 （ 特 別 付 属 ） … … … … … ０ ． １ ｋ ｗ

吸 じ ん 装 置 用 （ ／ ／ ） … … … … … … ０ ． ４ ｋ Ｗ

透過‥・・
投 影 器 照 明 装 置 ラ ン プ （

反 射 … ・

… ５ ０ ０ Ｗ

… ５ ０ ０ Ｗ

± ０ ． １ ％

１，８００ｋｇ

機 械 寸 法 （ 左 右 × 前 後 × 高 さ ）

とぃしｆ呆４寺円才反

２，０００×２，０００×２，１００ｍｍ

ノ ＜ ラ ン ス ア ー ノ く

… … ２ 個

と ぃ し 修 正 装 置 （ テ ー ブ ル 取 付 型 ） … … … … … … … １ 組

ダ イ ヤ モ ン ド ツ ー ル は イ 寸 属 し な い

ベ ル ト （ 予 備 品 ） … … … … … … …

ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ （ １ ／ １ ， ０ ０ ０ ｍ ｍ ） …

テ ー ブ

オ イ ル 注 入 じ ょ う ご … … … … … … … … … … … … … １ 佃

テ ー ブ ル お よ び 研 削 装 置 移 動 操 作 ハ ン ド ル … … … ４ 個

調 繋 工 具 微 動 旋 回 調 繋 用 … ⑥ … … １ 個

ノ ゝ ン ド ル 車 … ② … … Ｈ

逃 げ 角 調 整 用 … ０ … … １ 個

行 程 テ ス ト ハ ン ド ル … ⑧ … … １ 個

行 程 位 置 調 整 用 … ⑧ … … ２ 個

と ぃ し フ ラ ン ジ 締 付 ナ ッ ト 用 … ⑤ … … １ 個

ス ピ ン ド ル 回 り 止 め 用 … ＠ … … １ 個

ラ チ ェ ッ ト レ バ ＝ ■ ・ ■ ・ ・ ・ ・ ・ ■ ・ ・ ・ １ 個

と ぃ し 車 （ ４ 種 類 ２ 組 ）

工 作 物 締 付 金

１ ２ ０ オ １ ソ ン レ

… … ２ 組

… … １ 組

１ 組

１ 組

１ 組

ｌ組

吸 じ ん ホ ー ス お よ び 取 付 具 ・ 一 一

光 学 装 置

電 装 品 （ ２ ０ ０ Ｖ ５ ０ ／ ６ ０ Ｈ ｚ ） （ 本 機 付 き ） … … … … … … １ 組

潤 滑 油 す べ り 面 用 缶 入 … … … … … … … … … … … ２ Ｚ

ｚ ｚ ウ ォ ー ム 歯 車 用 缶 入 … … … … … … … … … ２ ／

付 属 品 格 納 箱 … … … … … … … … … … … … … … … … １ 組

１ １ １ と ぃ し 修 正 装 置 （ と ぃ し 昇 降 台 取 付 型

含 ダ イ ヤ モ ン ド ツ ー ル ト ‥ ・ １ 組

１１３工作物取付調整用テスタ（２／１，〔〕ｃ）ｏｍｍ）……………１艇ｔ

１ １ ４ 半 径 方 向 逃 げ 角 微 動 調 整 装 置

１１６足踏式焦点微動調

■ 特 別 付 属 品

１ ０ １ 吸 ヒ ん 装 置 （ 電 動 フ ァ ン 付 き ） … … … … … … … …

１ ０ ２ 円 筒 研 削 装 置 （ 電 動 機 ， 開 閉 器 付 き ）

１０３永久磁気チャック（１（）Ｏｍｍｘ１７５ｍｍ）

１ ０ ４ Ｊ 乳 石 茲 硲 １

１ ０ ５ と い し バ ラ ン ス 台 … … …

１ ０ ６ 予 ４ 前 と い し ス ピ ン ド ル …

１０７才旨金十測ｉ敗計（１／１，０００ｍｍ）

１ ０ ９ ダ イ ヤ モ ン ド ホ イ ー

１ １ ０ ダ イ ヤ モ ン

（ チ ャ ッ ク ブ ロ ッ ク 付 き ） … … … １ 紆 ｔ

… … … １ 組

… … … １ 組

ご 要 求 数

… … ２ 個

１ １ ７ 小 径 と ぃ し 軸 装 置 … … … … … … … … … １ 組

１ １ ８ 円 筒 研 削 用 死 心 研 削 装 置 （ 特 付 １ ０ ２ 用 ） … … … … … １ 組

１１９ランプ，収灯＾時間利ｔ勿：言十

… … … １ 個
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● ラ ッ ピ ン グ と は

ラッピングは占＜から苛予なわれてきた三皆重エイ乍法の……一つです。その後ホーニ，ング超イ士上等のイ士士．ｆ乍業が迎
し た の で ’ ラ ッ プ カ ｌ ｌ 工 は 限 ら れ た 方 面 に の み 用 い ら れ て き ま し た 。 し か し ｊ ４ 之 近 ： の 匍 １ ｒ ・ 工 学 抑 い 密 枝 Ｕ 戚 工 業 等 の
発 展 に 伴 い 半 導 ｆ 私 水 品 セ ラ ミ ッ ク な ど の 精 密 加 工 お よ び 多 量 生 産 用 と し て ラ ッ ブ 作 業 の 機 十 成 化 か 急 速 に ｌ 堤 ｊ -
し 卜 さ れ る よ う に な り ま し た 。

本 機 は こ れ を 沼 ｊ た す た め ， ｌ ｌ 訓 ’ 製 イ 乍 さ れ 未 熟 糾

■ 特 長

本ｔ幾は片直ｉラップ４幾神ｌを才采川しこれに狂吋＝かの」こ夫をとリ人れて４梨ｆ乍しやすくかつ高詞誼巳となっております。
ラップカ［Ｉニににおいて高回往斗をて辱るためにはラッブブレート］ュの加工４勿のえがく車Ｊし鋤；の分痢了屈り支がＪ町・であるこ
とが：ｊＲＩ果５１です。本｜｛幾は回丿限するラッププレート。しの拶耐劣たリンダの｜中に二万力口工４勿を置｜きこれをＩＨニ｜定４反およびウエイ
ト で 加 Ｅ Ｅ し ま す。 加 エ ４ 勿 は ラ ッ ブ プ レ ー ト の 回 車 友 に よ り § 周 １ 整 リ ン グ と 共 に 自 車 云 す る 仁 財 爵 に な って お り ま す か ら Ｊ 勾
-‥ -なラッブ程１度を？廿ることができます。

■ 自 律 式

ラ ッ ブ プ レ ー ト は 加 工 中 に 加 ユ １ 物 と 絶 え ず 摺 り 合 わ さ れ る た め に 部 分 的 に ニ Ｊ 駅 粍 し ま す 。 本 機 は 調 整 リ ン グ の
付 ｌ 置 を 調 誼 ｊ す る こ と に よ っ て 加 二 Ｌ 中 に お い て も 辿 兪 た し て プ レ ー ト ガ 自 動 的 に Ｉ Ｆ 診 正 さ れ ま す。
ブ レ ー ト が 凸 形 Ｃ Ｊ 享 と 耗 し た 場 合 は 訓 祭 リ ン ダ を 中 心 方 向 に 侈 動 さ せ る こ と に よ り プ レ 一 ト の 中 心 ヽ 音 Ｉ Ｓ の 摩 粍

が り ・ く な り プ レ ー ト は フ ラ ッ ト を ｆ 呆 ４ 寺 す る こ と が で き ま す 。 凹 形 の Ｊ 貼 今 は 円 川 方 向 に リ ン グ を 不 多 動 さ せ ま す 。

■ 主 要 寸 法
仕 様 機 種 Ｇ Ｌ Ｐ - ３ ０ Ｇ Ｌ Ｐ - ６ ０ Ｇ Ｌ Ｐ - Ｉ Ｏ Ｏ

ラ ッ ブ プ レ ー ト

直 径 ｍ ｍ

有 効 直 径 ｍ ｍ
回 ４ 伝 敏 （ ５ ０ ／ ６ ０ １ １ ｚ ） ｒ ｐ ｍ

３０８
３００

２ ５ ～ ７ ５ ／ ３ ０ ～ ９ ０

６１０
６００

２ ０ - - ７ ０

１，０７０
１，０５０
２ ２ ／ ２ ６

能 力 加 工 物 ひ ） 大 き さ い 凋 整 リ ン ダ び ） 内 径 ） ｍ ｍ １１０ ２４８ ４５０

電 動 機
土 軸 川 ｋ Ｗ
持
吊 上 川 ｋ Ｗ

ト ・
-

０．７５
０．０６５

０．１（特イ寸）

２．２

０．２

０．２

概 械 寸 法
お よ び 重 量

去 こ 右 ｘ 前 後 ｘ 蓼 ｉ さ ｍ ｍ

機 籾

９ ８ ０ × ６ ４ ０ × ５ ５ ０
３００

１ ， ４ ８ ０ × ９ ８ ０ × １ ， ２ ０ ０
１，０００

１，８００ × １，４００ × １，９２０
３，０００

旧



冪ＧＬＰ-３０・１００型
精密平面ラップ盤
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■ 加 工 品 目

接 動 面 系 ： バ ル プ シ ー ト ， メ カ ＝ カ ル シ ー ル ， ス ラ ス ト ワ ッ シ ャ ー ， ガ ス ケ ッ ト ， 合 成 樹 脂 ， 鉄 ， 非 鉄 金 属 薄 片

ｒ 晶 体 系 ： 水 晶 ， 化 学 結 晶 体 ， ガ ラ ス 片 ， 宝 石
接 点 金 属 系 ： タ ン グ ス テ ン ． モ リ ブ デ ン ， 銀 ， 超 硬 合 金

ニ ７ ７ - 系 ： フ ェ ラ イ ト コ ア ー ， カ ッ ト コ ア ー ， 録 音 ヘ ッ ド

半 導 体 系 ： シ リ コ ン ， ゲ ル ’ ７ こ ュ ー ム

測 定 機 器 系 ： プ ロ ッ ク ゲ ー ジ ， 定 盤

そ の 他 ： 顕 微 鏡 資 料 等

■ 通 常 付 属 品
品 名 ＧＬＰ-３０ ＧＬＰ-６０ ＧＬＰ -｜○○

ハ 萍 ぷ よ - べ １ 几

調 整 リ ン グ （ アイ ボ ル ト 付 ）
圧 定 板 （ Ｆ ／ ）
ウ エ イ ト （ ｚ ｊ ）
プ レ ー ト 吊 具
排 液 タ ン ク

（ビこ - ル ホ ース付）
レ ペ リ ン グ ブ ロ ッ ク

げ ル ト ・ ナ ッ ト 付 ）
調 整 工 具
工 具 入 れ
標準電装品（２００ＶＪＯ／６０Ｈｚ）

１イ固
-

３ 個
３４固
３４固
１僣】

１ 式

１ 式

１ｊｘ；
１倆
１艇１

-

１俗１
３傷】
３ 個
３ 個
１ 個

１ 式

１２ｒｌ

ｌｙｔ
ｌイ固
１ 組

-
１ 個
３秘ｊ
３イ固
３ｆ固
１ 組

１ 式

１ 式

１ 式
１イ固
１ 組

■ 特 別 付 属 品
品 名 ＧＬＰ-３０ ＧＬＰ -６０ ＧＬＰ -ＩＯＯ

吊 上 げ 装 ｉ 婬

ラ ッ プ プ ’ レ ー づ ご 几

調 整 リ ン グ （ ３ イ 固 １ 組 ）

圧 定 １ 反 （ ／ 戸 ）

ウ エ イ ト （ μ ）

ガ イ ド ロ ー ラ （ ６ 個 １ 組 ）

標 準 テ ス ト ビ ー ス
お よ び ワ ー ク ホ ル ダ

ス ペ ク ト ル 光 源 起 動 装 置
（ ナ ト リ ウ ム ラ ン プ １ 本 付 ）

オ プ チ カ ル フ ラ ッ ト
（ ６ ０ φ か ラス 裂 ）

ポ リ シ ン グ ス タ ン ド
（ペーパ３００×５０００伺‘）

グ リ ー ス ガ ン

-

１ 個
１ 個
１ 組
１ 組
１ 組
１ 組

１おＬ

ｌｊｘ；

１猫１

１ｊｔ

１イ固

１ｊｔ
１ 個
１ 個
１ 組
１ 組
１創Ｌ
１赳ｔ

ｌ 組

１ 式

１イ固

１訊；

-

-

-

１イ固

１肘１

１ 組

１ 組

１ 組

１ 組

１ｊｔ

１ 邪

１ｊこ

-

ぼ



Ｘ ・ ： １ ’ シ ノ 機 械～ ’ ＝ ｊ - - - - - - ・ ’ Ｊ - ｋ

大 阪 市 北 区 十

広 島 市 基 町 １ １ -

社
東京支店東京都中央区ハｊｌごｙ……萌ＦＦｔ芒肩ｊｉ主友生命ハ重洲ビル９昨

咩〈０３〉２７３-１８２１

、：・二二ｊＪＩ
田 ８ （ 新 阪 急 ビ ル １ １ 階

咩〈（）６〉３∠１ト-６８３１

５ ぐ 三 井 生 命 広 島 ビ ル ９ 階 ・
ｆｌ〈０８２２〉２レー６６１５

静 岡 事 務 所 静 岡 市 日 出 町 ｜ 驀 地 の ２ （ 静 岡 住 友 ビ ル ６ 階 ｊ
ｆｌ〈０５４２〉５３-６５５３

福 岡 事 務 斯 福 岡 市 天 神 一 丁 目 １ ２ - １ （ 福 岡 東 海 ビ ル ６ 階 ｊ
ｆｌ＜０９２）７５-？８５；

今 村 工 場 愛 知 県 安 城 市 住 吉 町 ３ 丁 目 １ 番 ８ 号‾ ｆ ｉ 〈 ０ ５ ６ ６ ７ 〉 ７ - ８ ６ １ １


